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2025年度　登録建築板金基幹技能者講習試験

(東北ブロック)

2025年10月15日

60分

30問（四肢択一式）

係員の指示があるまで、問題を開かないで下さい。

解答用紙に、所属組合名・受講番号・氏名を必ず記入して下さい。

係員の試験開始の合図で始めて下さい。

正解を一つ選択して解答して下さい。二つ以上解答した場合は誤答となります。

解答は、必ず解答用紙に○印を記入して下さい。

携帯電話は、試験前には必ず電源を切って下さい。

質問がある場合は、速やかに挙手して係員の指示に従って下さい。

但し、試験問題の内容や漢字の読み方等に関する質問には、お答えできません。

試験終了時刻前に退席する場合（試験開始から30分経過後より可能）は、挙手して係員の指示に従って下さい。

トイレ等の一時的な離席も同様です。

終了の合図があったら筆記用具を置き、係員の指示に従って下さい。

郡山市東部勤労者研修センター



答ハ 出来上がりの点検、工事の是正ができない

答ニ 現場をまとめ、体系だった効率的な作業を実施するための管理能力

科目: 登録基幹技能者制度の意義と役割

問１ 登録基幹技能者に求められる能力で、間違っているものはどれか

答イ 十分な経験を有し、熟達した作業能力

答ロ 技術の進展等に的確に対応した知識

答ハ 事前計画→基本計画→特別計画→事後調査

答ニ 事前計画→基本計画→詳細調査→管理計画

科目: 施工管理と施工計画

問３ 施工計画の流れについて正しいものはどれか。

答イ 事前調査→基本計画→詳細計画→事後調査

答ロ 事前調査→基本計画→詳細計画→管理計画

答ハ 月60時間を超える残業の割増賃金率の引上げ

答ニ 不合理な待遇差の禁止

科目: 登録基幹技能者制度の意義と役割

問２ 働き方改革に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

答イ 残業時間の上限規制

答ロ 年次有給休暇制度の廃止

2025年10月15日出題

2025年度　登録建築板金基幹技能者講習試験問題 



答ニ 必要作業の確定

答ロ 最早経路探索による最早開始時刻（EST）の算定

答ハ 余裕（トータルフロート）の算定とクリティカルパスの把握

科目: 工程管理

問６ ネットワークの作成フローに関する次の記述のうち、最初におこなう手順はどれか。

答イ 最遅経路探索による最遅完了（終了）時刻（LFT）の算定

科目: 工程管理

問５ 出来高累計曲線の作成手順に関する次の記述のうち、最初におこなうものはどれか。

答イ
工事の進捗に伴い、月ごとの出来高の実績から実施出来高累計曲線を記入し、予定と実施の比較から、工事遅延の有
無を調べ、工程を管理する。

答ニ
工事期間を横軸にとり、工事費（またはその全工事費に対する％）を縦軸にとって、各部分工事の予定出来高比率を積
み重ねて全体工事の予定出来高累計曲線を求める。

答ロ バーチャートに記入された各部分工事の全体工事費に対する工事費構成比率を求める。

答ハ バーチャートを作成する。

答ハ 施工方法はできるだけ部分詳細図、図面等を主体とし、わかりやすいように記載する

答ニ 図面には納まり、寸法、材料名称、材質等を記載する

科目: 施工管理と施工計画

問４ 施工要領書の作成上の注意事項の誤りはどれか

答イ 施工要領書は原則として工種ごとに作成する

答ロ 一般的に常識的な事項についても詳しく記載する



科目: 安全管理

答ニ 重大災害とは一時に5人以上の死傷者が発生した場合の災害のことである。

答ロ 度数率とは100万延労働時間当たりの労働災害による死傷者数である。

答ハ 強度率とは1,000延実労働時間当たりの労働損失日数をもって、災害の重篤度を表したものである。

問９ 労働災害関連用語の説明で誤っているものはどれか。

答イ 年千人率とは1年間の労働者1,000人当たりに発生した死傷者数の割合を示したものである。

答ニ 労務管理費

答ロ
大量生産の多い製造業に対して建設活動は一品生産で、試作や生産の繰り返しによって
品質を改善しやすいという特徴を持っている。

答ハ
品質保証は品質管理と密接に関係し、これらがうまく連携して機能することによって、
発注者の要求に製品が適合することを保証する。

科目: 品質管理

問８ 品質保証に関する記述で誤っているものはどれか。

答イ 品質保証とは、発注者の要求する品質が十分に満たされていることを保証するための体系的活動を指す。

答ニ 専門工事業においても品質マネジメントシステムの国際規格であるISO9001の認証を受ける企業が多くなっている。

答ロ 交通費

答ハ 通信費

科目: 原価管理

問７ 積算時に工事原価に含まれるべきと考えられる経費で誤っているものはどれか。

答イ 一般管理費



科目: 設計・施工の考え方

問11
鋼板製屋根・外壁に求められる性能を確保するために、
各関係主体(設計者・総合工事業者・専門工事業者・製品供給業者)どうしで必要な役割として不適切なものはどれか。

答イ 協議

答ロ
耐積雪性能
積雪時に作用する積雪荷重に対して、外装材及び接合部に構造耐力上有害な変形、破損又は脱落を生じないこと。

答ハ
耐震性能
通常の自然条件、使用条件、維持管理条件のもとで、耐用年数内に有害な劣化が起こらないこと。

科目: 設計・施工の流れ

問12 設計時に検討される基本的性能の説明で誤っているものはどれか。

答イ
耐風圧性能
強風時に作用する風圧力に対して、外装材及び接合部に構造耐力上有害な変形、破損又は脱落を生じないこと。

答ニ コスト管理

答ロ 承諾

答ハ 報告

防水性能
通常の風雨条件に対して、室内への雨漏り及び外装材層への有害な浸水を生じないこと。

答ニ

科目: そのほか

問10 建設業において用いられる用語の説明で誤っているものはどれか。

答イ
BIMとは　ビルディング　インフォメーション　モデリングの略称で建築物の３次元モデルに加えて、建築物の部位、
部材、材料、コストなどの各種情報を付与した建築物のデータベースを作成し、建築プロジェクト全体の
最適化をはかることを目的として考案された概念である。

答ニ
3次元レーザースキャナとはレーザーを連続的に照射して周辺環境の3次元形状を
高速で取得することが出来る機器である。

答ロ
GPSとは　グローバル　ポジショニング　システムの略称で、日本が打ち上げた衛星群に基づいて
位置を算出するシステムの名称である。

答ハ トータルステーションとは3次元測距儀で、本体からレーザー光線を飛ばし距離を計測する機器である。



答ロ II = 田園地帯や草原のような農作物程度の障害物がある地域

答ハ Ⅲ = 樹木・低層建築物が多数存在する地域

科目: 設計・施工の流れ

問13 建築物の風荷重算出に用いられる地表面粗度区分の説明で誤っているものはどれか。

答イ I = 海面又は湖面のような、ほとんど障害物のない地域

答ニ Ⅳ = 高層建築物(10階以上)が密集する市街地

答ロ 長時間屋外におく場合は養生シート等で覆うとともに結露に留意する。

答ハ 金属製品が異種金属と接触して接触腐食を起こさないよう、金属製品間には木材を挿入する。

科目: 設計・施工の流れ

問14 専門工事業者が行う資材養生方法の説明で誤っているものはどれか。

答イ 資材を地面に直接置くと水、汚染等により腐食の原因となりやすい。

答ニ 断熱材等の裏貼付きの材料は、塵埃が入り込まないようメッシュシートで巻き込み養生する。

科目: 設計・施工の流れ

問15 成形材の揚重時の確認に関する記述で誤っているものはどれか。

答イ 施工計画や工程表と見合った適切な重機(大きさ、台数)が手配されていることを確認する。

答ニ 作業半径内に作業員や車両が入らないように、必要に応じて安全監視員を要望し、事故防止に努める。

答ロ
重機が設置されてから揚重スペース、人員、吊り治具等を準備し、有資格者(玉掛、重機のオペレーター等)が
実際にそろっていることを確認する。

答ハ 決められた人間が的確な合図をしなければならない。



科目: 折板屋根の構法

問16 折板屋根の下地構法について、次の記述で誤っているものはどれか。

答イ タイトフレーム受け梁の間隔は風圧力の大きさに応じて屋根材の強度検討を行い設定する。

答ニ
柱が屋根を貫通する場合には、その周囲に下地材を適切に追加するとともに、
必要に応じて防水上有効な措置を施す。

答ロ 片流れ屋根では、一般部がより風を強く受ける部位になる。

答ハ
屋根上に設備機器等の架台を設置する場合には、その周囲に下地材を適切に追加するとともに、
必要に応じて積載荷重を考慮した補強を施す。

答ロ 軒どい及び竪どいの寸法は、原則として雨量計算の結果によるものとする。

答ハ 軒の外部露出部には、原則として裏張り材を張る。

科目: 折板屋根の参考構法

問17 折板屋根の軒先の納めについて、次の記述で誤っているものはどれか。

答イ 軒出の寸法は、折板の山高の5倍程度以下にすることが望ましい。

科目: 折板屋根の参考構法

問18 折板屋根の各処納めについての記述で誤っているものはどれか。

答イ 水上壁側との取合納めについては、水切の立ち上がり寸法は50㎜程度確保する。

答ニ 軒先面戸には、必要に応じて防水上有効な措置を施す。

答ニ ルーフファン廻りは、雨水の吸い込みに留意した納めとする。

答ロ 笠木廻りの納めでは、防水上有効な措置を施す。

答ハ 谷どいは、充分な排水量を確保できる断面とする。



雪止め金具の種類とその配置は、積雪荷重に対応したものとする。

答ニ 這いどい又は分散管等を取り付ける場合は、その方法と間隔に留意する。

答ロ 屋根上に設備機器等を置く場合は、屋根面に直に設置する。

答ハ 避雷針、避雷導線又は設備配管を設置する場合は、設置業者が定める方法による。

問20 吊り折板屋根の下地構法について、次の記述のうち誤っているものはどれか。

答ハ けらば端部には、必要な下地を設ける。

答ニ 梁貫通部にはシーリングプレートを設ける。シーリングプレートは鉄骨に点溶接で取り付ける必要がある。

答イ 壁側の梁位置は、内どいの大きさを考慮して決める。

答ロ 梁の交差部は吊り金具を取り付けるために必要に応じて梁つなぎを設ける。

答ニ 上折板の端部は八千代立上げする方法がある。

答ロ 断熱材はグラスウールその他これに類するものとし、下折板の上に隙間なく敷き込む。

答ハ 下折板の軒の出は見切面戸の取り付けや内部結露が発生した場合の排水を考慮して、外壁より50㎜程度出す。

科目: 二重折板屋根の参考構法

問21 二重折板屋根施工の納まりについて、次の記述のうち誤っているものはどれか。

答イ 断熱金具は適切な試験によって許容耐力が確かめられたものとし、グラスウールの働き幅に合わせて取り付ける。

科目: 吊り折板屋根の参考構法

科目: 折板屋根の参考構法

問19 屋根上付属物の取り付け方法の記述について、誤っているものはどれか。

答イ



改質アスファルトルーフィング下葺材（粘着層付タイプ）を使用する場合は、しわ又はたるみがあっても良い。

答ハ 二重折板のけらば納めで、金具類の取り付けは、下折板のけらば包みを貫通して取り付ける。

科目: 二重折板屋根の参考構法

問22 二重折板屋根施工の各部の納めについての説明で、次の記述のうち誤っているものはどれか。

答イ
二重折板の軒先納めで、上折板の軒先面戸又は軒先見切面戸より外壁に向かって軒先水切を設ける。
軒先水切は、軒先面戸と外壁に固定する。

答ロ 二重折板の棟納めで、下折板の棟はグラスウール受けと万が一の漏水に備えた捨て棟としての役割がある。

答ニ
二重折板の壁際の納めで、上折板の水切は折板仕上がりより150㎜程度立ち上げる。
同時に下折板の水切も立ち上げておく(二重防水)。

答イ 野地板は曲がりや隙間がないように取り付ける

科目: 設計・施工　立平ぶき屋根の参考構法

問23 下ぶき材の敷き込みについて誤っているものはどれか

答ロ 先張りした下葺材に重ねる下葺材の重ね順は、水下から水上へ張り上げる。

答ハ 軒先は水切り金物の上に重ね、両面粘着防水テープで密着させる。

答ニ

答ロ 野地板は墨出しを母屋上面に適宜に行い、墨出し線に添って曲がりなく張る

科目: 設計・施工　立平ぶき屋根の参考構法

問24 下ぶきの工法について誤っているものはどれか。

答イ 屋根の軒及びけらばの壁当たり箇所は、下葺材をあらかじめ屋根下地材と壁の間に先張りする。

答ハ 野地板を仮り留め程度の留め付けで敷き込む場合は、ふき材を直接母屋にねじ留めする必要はない

答ニ ふき材を野地板に直接留め付ける場合は、野地板を構造耐力上有効なものとするとともに母屋に確実に留め付ける



流れ方向の長さが長く、急な勾配の屋根では、雪止め金具に作用する積雪荷重は小さい

科目: 設計・施工　立平ぶき屋根の参考構法

問25 立平ぶき屋根の屋根上付属物の取り付けについて誤っているものはどれか

答イ 雪止め金具の種類とその配置は、積雪荷重に対応したものとする

答ロ
屋根上に付属物の架台を設置する場合には、原則としてはぜ部で支持し、支持部分に用いる取り付け金具等は適切な
試験や計算によって耐力が確かめられたものとする

科目: 外壁の参考構法

答ニ 隅棟（稜線部）は、通し棟納め、差し棟納め又は嵌合立はぜ式カバー棟納めを原則とする

答ロ 棟包みは、下地材に留め付ける

答ハ 谷は、谷板に屋根ふき材をつかみ込んで納める

科目: 設計・施工　横ぶき屋根の参考構法

答ハ 立平ぶき屋根に取り付ける雪止め金具は、積雪荷重を算出した上で強度検討を行わなければならない

答ニ

答ニ
鋼製胴縁の断面寸法は、構造計算によって所定の強度および剛性を有するものを選ぶ必要があるが、
その厚さはドリルねじを用いて外壁材を留め付けるため4.3～5.2mmにする必要がある。

答ロ
断熱や防耐火等の各種要求性能を満たすためボード類を付加することもあるが、その場合は
取り付けに支障をきたさない下地の強度、剛性及び寸法が求められる。

答ハ 腐食や腐朽に対する耐久性向上のため、表面に防錆塗装を施すか亜鉛めっきをすることが必要である。

問26 各部の納めについて誤っているものはどれか

答イ 軒先は、唐草にふき材を引っ掛け、直接および吊子を介してドリルねじ等で固定する

問27 外壁の下地に関する以下の解説のうち誤っているものはどれか。

答イ
外壁材や構成部品はドリルねじ等を用いて下地となる胴縁に接合され、外壁材に作用する荷重・外力が
接合部を介して下地に伝達されるため、下地の適切な仕様選択が重要となる。



答ニ 軒先・棟・けらばの納まり。

答ロ ふき材の劣化度と作業への影響。

答ハ 胴縁の位置・通りの精度。

科目: 改修

問30 改修工事の設計・見積り時の屋根詳細の調査項目（共通）として、次の記述で誤っているものはどれか。

答イ 形状・勾配・材質

答ニ 安全管理の実施等に関する事項。

答ロ 維持保全を行うための組織、維持保全業務の委託、建築士その他専門技術者の関与等に関する事項。

答ハ 点検箇所、点検時期、点検者、点検に当たっての判断基準、結果の報告等に関する事項。

答イ 建築物又はその部分の用途、将来の増改築の予定に関する事項。

科目: 維持保全

問29 維持保全計画で定めるべき事項で、次の記述で誤っているものはどれか。

答ロ
建具の上隈部分には横走りした雨水が縦枠に流れ込まないように、外壁材と建具に
適切なシーリングを施す。

建具廻りの納めに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

答イ
建具の上枠では、雨水の吹き上がりを低減するために外壁材の外側にケミカル面戸を設け、
状況に応じて水切りを併設することが望ましい。

答ハ 浸入した雨水が継手部や土台部分より外部へ排水できるような構造にする。

答ニ 防水紙面と建具枠で止水ラインを形成する。

科目: 外壁の参考構法

問28


